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概 況

1 取扱高

(1)年問取扱高

詞
平成 13年中 (I月5日から 12月30日、開市日数 273日）の起堅

四直は、 717,581 tで対前年比 99.3％で僅かに前年を下回り、陸

虹虹這は、 614,319百万円で前年比 96.0％と前年を下回った。総

取扱数量が前年を下回るのは 4年ぶりで、総取扱金額が前年を下回

るのは 5年連続。

総平均価格は、前年に比べ 29円安の 856円となった。

取扱数量と平均価格を大分類別に比較すると、次のとおり。

宣
さんま、はまち（茂殖）、かんばちが増加し、まぐろの国内物、

めじ、かつお、ぶりが減少した。取扱数貨は 190,690tで対前年比 96.4

％、平均価格は 9円安の 903円。

疇かんばち・ひらめが増加し、あなご•またいが減少した。取扱数
は 15,689tで対前年比 100.0%、平均価格は 2円安の 1,477円。

巨
生鮮・冷凍ともに前年を下回り、取扱数且は 51,044 tで前年比

97.4%、乎均価格は 7円高の 902円となった。

生鮮貝類では、かき、ほたて貝、むきほたて貝が増加し、あおや

ぎ、あさり、あか貝が減少した。

区
ほんまぐろ、するめいかの国内物、ぎんさけ、さばが増加し、印

度まぐろ、ぎんたら、たこが減少した。取扱数lil:は 195,627 tで対

前年比 104.7%、平均価格は 99円安の 938円。

詞
生鮮・冷凍ともに前年を下回り、取扱数量は 2,734 tで対前年比

86.7%、平均価格は 87円高の 1,130円。

詞
取扱数量は 8,633tで対前年比 113.9%、平均価格は 22円安の 415

三塩ぎんさけ、蒲焼うなぎ、つくだ点が増加し、塩しろさけ、開干
あじ、しらす干、かまぽこが減少した。取扱数依は 253,161 tで、

対前年比 97.7%、平均価格は 8円安の 721円。

(2) 月別取扱祁

- I月一

＊［汀 1字：：： l:：：：ょ（（対：年比 9：ん芯：

取扱数Rは、まぐろ類は、まぐろの国内物が対前年比 14% 
減、まぐろの輪入物が 5％増、めじが 29%、めばちの国内物

は II%、めばちの輸入物は 24%、それぞれ減少し、類計では 15

％減。まあじが千葉・鳥取物主体に 2割減。するめいかが漁況

が好調なため、福岡・長崎物主体に 84％増。昼圭上とがほぽ前

年並みの入荷。たら類は、 4％増。

平均価格は、まぐろ類は、国内物が 18％高、輸入物が 1%

安、めじが 12％安、めばちの国内物が 1割高、めばちの輸入

物が 4％安で、類計では 5％高。まあじが 25％高、するめい

立が 37％安、はまちが 7％安、たら類が 4％高。

＊直 1取扱数伍 1,185 t（対前年比 92.4 %) 

平均価格 ］，476円( II 84円高）

取扱数紅は、またいが 12％減、あなごが 16％減、かんぱ

立が 3％増。

平均価格は、またいが 41％高、些な二が 17％高、かんぱち

が 19％安。

＊［こ邑二王 I字：：： 4,396317心（？吃年比 ：：古芯：

く生鮮貝類＞

取扱数塁は、あさりが 3％増、、立立が 5％減、しじみが 1

割減、はまぐりが 16％減、並空且．が 17％減、ほたて貝が 8%

減、むきかきが 1割増で、類計では 5％減。

平均価格は、あさりが前年並み、立立が 5％安、上上生こが 5

％高、はまぐりが 1割高、あか貝が 29％高、ほたて貝が 6%

高、むきかきが 9％安で、類計では 3％高。

く冷凍貝類＞

取扱数却、類計で前年並み。平均価格は、類計で］2％高。

＊国 1取扱数塁 l4,426t （対前年比 128.5%) 

平均価格 930円( II 190円安）

取扱数量は、まぐろ類は、ほんまぐろが 39％増、きわだが 53

％増、主力のめばちが前年並み、印度まぐろが 1割増で、類計

では 8％増。いか類は、するめいかの国内物が 15％増、もん

こういかが 4％増、類計では 4％増。さけ•ます類は、主力の

ぎんさけが急増して 2.3倍増、べにさけが前年並みで、類計で

は II9％増。えび類は、あかえびが前年並み、インドネ シアが 13

％増、インドが 2.2倍増で、類計では 9％増。かれい類は、あ

さばかれいが 13％増、からすかれいが 19％増、類計では 2割

増。至旦が 3倍増、と三が 64％増。

平均価格は、まぐろ類は、ほんまぐろが 13％安、きわだが 28

％安、めばちが 13％安、印度まぐろが前年並みで、類計では 7

％安。と空星は、するめいかの国内物が 9％安、もんこういか

が8％安、類計では 14％安。えび類は、あかえびが前年並み、

インドネシアが 15％高、インドが 12％高で、類計では 1割高。

かれい類は、あさばかれいが 1割高、からすかれいが 21％安

で、類計では 4％安。立坦が 34％安、上三が 12％高。

*直|取扱数籠 18,873 t（対前年比 100.4 %) 

平均価格 662円( II 14円安）

取扱数量は、塩蔵品類は、塩あきさけが 39％減、塩しろさ

けが 23％増、塩べにさけが 12％減、塩ぎんさけが 59％増、

いくらが 38％減、すけこが 24％減で、類計では前年並み。堡

干品類は、丸干いわしが 18％減、開干あじが 6％減で、類計

では 7％減。煮干製品類は、煮干いわしが 17％増、しらす干

が 12％増で、類計では II％増。練製品類は、かまぽこが 4%

減、掲物が前年並みで、類計では前年並み。湯煮品類は、煮た

こが 1割減で、類計では 7％減。

平均価格は、塩蔵品類は、塩あきさけが 13％安、塩しろさ

けが 5％安、塩べにさけが 13％高、塩ぎんさけが 25％安、い

くらは 1割高、すけこは 26％高で、類計では 7％安。塁王盈・

墾は、丸干いわしが 22％秘、開干あじが 4％安で、類計では 4

％高。煮干製品類は、煮干いわしが 19％高、しらす干が 8%

高、類計では 9％増。練製品類は、かまぽこが 1割高、揚物が

前年並みで、類計でも前年並み。沿点品類は、煮たこが 3％高、

類計でも 3％高。



- 2月

＊芦□：三：2ん門年比 雷））
取扱数量は、まぐろ類は、まぐろの輸入物が 29％増加した

他はまぐろの国内物が 41%、めじが 36%、きわだの国内物が

38%、めばちの輸人物が II％とほとんどの品口で前年実駅を

トIu]り、低tでは 10％減。圭些上は、千父・長崎・三頂もの

主体に 13％減。するめいかは、福岡・長崎もの主体に 28％増。

旱は、長崎もの主体に 9％増。まいわしは、静岡・三煎•愛

ほもの中心に 9％減。

平均価格は、まぐろ類は国内物が 27％高、翰入物が 7％安、

めじが 5％安、きわだの国内物が 7％安、めばちの輸入物が 10

％安で、知計では 3％高。まあじは前年並み。するめいかは 3

割安。立旦は 19％安。まいわしは 1割品。

＊［昼二亙こ］ I字z::::]]: ;1：クt,年比 ::;:)) 
取扱数量は、立立三が 6％減、かんばちが 10％減、またい

が 16％減。

平均価格は、金立二が 8％高、かんばちが 3割高、またいが 38

％高。

＊冥~ 4,2:772~ （対前年比 90.3%) 

平均価格 872円( II II円高）

く生鮮貝知＞

取扱数量は、あさりが 8％減、立立が 9％減、しじみが 15

％減、はまぐりが 19％減、ほたて且が 9％減、むきかきが 3

％減、むきほたて貝が 13％減で、類引では 10％減。

平均価格は、些至2が前年並み、な立が 7％安、しじみが 15

％安、はまぐりが 19％安、ほたて且が 3％高、むきかきが II

％安、むきほたて貝が前年並みで、類計では前年並み。

く冷凍貝如＞

取扱数量は知計で 21％減、平均価格は類計で 18％高。

五三 1取扱数量 l5,562 t （対前年比 106.3%). 

乎均価格 864円( 11 154円安）

取扱数量は、まぐろ類は、ほんまぐろが 18％増、きわだが 38

％増加したが、主力のめばちが 21％減、印度まぐろが 11％減

少したため、類計では 14％減少した。と立座は、するめいか

の国内物が 80％と大幅増、もんこういかが 32％減、むきいか

が 17 ％減で、類計では 26 ％増。さけ•ます知は、主力のぎん

さけが 55％増、しろさけが 7％増、ぺにさけが 26％減で、類

引では 49％増。よ竺墾は、あかえびが 6％減、インドネシア

が 34％減、インドが 45％減とそれぞれ大きく減少し、 23% 

阪。かれい類は、あさばかれいが 13％減、からすかれいは 49

％増、 mtは 8％増。立上笙は 8％減、こ二は前年並み、差ム．
迄旦は 31％減、立旦は倍増。

乎均価格は、まぐろ類はほんまぐろが 14％安、きわだが 24

％安、めばちが 5％安、印疫まぐろが 7％高で、知計は前年並

み。込立旦は、するめいかの国内物は 7％高、もんこういかが 5

％安、むきいかが 4％安で、類計では 16 ％安。さけ • ます類

は、ぎんさけが 23％安、しろさけが 10％安、べにさけが 9%

安で、知計では 22％安。よ旦遷！は、あかえびが IO％安、イン

ドネシアが 6％高、インドか前年並み、類計では 4％高。立旦：

直は、あさばかれいが 8％高、からすかれいが 41％安、類

計では 14％安。企丘型は 6％安、こ二は 26％高、ぎんたらは 5

％高、至且は 24％安。
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＊言！取扱数旦 l9,945 t（対前年比 95.4%) 

平均価格 645円( II 15円安）

取扱数量は、塩蔵品類は、塩しろさけが 19％増、塩べにさ

けが 13％減、塩ぎんさけが 66％増、いくらが 34％減、すけ

こが 29％減で、類計ではほぽ前年並み。塩干品類は、丸干い

わしが 28％減、開干あじが 15％減で、類計では 12％減。益

干製品類は、煮干いわしが 30％増、しらす干が 4％増で、類

計では 10％増。練製品類は、揚物が 8％減で、類計では 7%

減。湯孜品類は、依たこが 25％減、類計では 19％減。

平均価格は、塩蔵品類は、塩しろさけが 8％高、塩ぺにさけ

が22％高、塩ぎんさけが 24％安、いくらが 7％高、すけこが 29

％高で、類計では 8％安。塩干品類は、丸干いわしが 14％高、

開干あじが前年並みで、類計では 3％高。点干製品知は、｛（干

いわしが 21％高、しらす干が 12％高で、類計では 4％点。挫

翌盈墾は前年並み。渇煮製品類は、保たこが 14％高、類計で

は6％高。

- 3月一

＊工口！取扱数量 14,83l t （対前年比 98.2%) 

平均価格 1,060円( II 20円安）

取扱数量は、まぐろ類は、まぐろの国内物が 9％増、まぐ

ろの輸入物が 21％増、めじが入荷順凋で倍増、きわだの国内

物が 28％増、めばちの輸入物が 3％増で、類計では 15％増。

するめいかは、福岡・長崎もの主体に 16％減。圭些上は、長

崎 • 島根もの主体に 2 ％増。至且は、長崎もの主体に 44 ％増。

まいわしは、三阻・高知ものが主力で、 41％減。

平均価格は、まぐろ類は、国内物が 15％高、輸入物が前年

並み、めじが前年並み、きわだの国内物が 33％安、めばちの

輸入物が 5％安で、類計では 8％安。するめいかは 6％高、主

麟は 3％店、立旦は 24％安、まいわしは 55％高。

吋王三］ 1取扱数量 1,365 t（対前年比 101.7%) 

平均価格 1,534円( II 30円品）

取扱数量は、差立三が 7％減、かんばちが 32％増、圭上上：

が4％減、旦旦立が 3％減。

平均価格は、些立二が 11％間、かんぱちが 32％安、圭上上：

が29％高、ひらめが前年並み。

＊エ~ 4,788722;（対前年比
平均価格 872円( II 

く生鮮貝類＞

取扱数量は、あさりが 6％減、しじみが 4％減、はまぐりが

前年並み、あか貝が前年並み、ほたて貝が 13％増、至至返沙'5

％増、むきかきは 14％増、むきほたて貝は前年並みで、類計

では前年並み。

平均価格は、些堂2が前年並み、上上五；が 5％高、はまぐり

が前年並み、あか貝が 26％高、ほたて貝が前年並み、至立送ニ

が 4％安、むきかきが 15％安、むきほたて貝は前年並みで、

類計では前年並み。

く冷凍貝類＞

取扱数量は類計で前年並み、平均価格は類計で 3％高。

*区|取扱数量 17,693 t（対前年比 96.4 %) 

平均価格 930円( II 31円安）

取扱数量は、まぐろ類は、ほんまぐろが 26％増、きわだが

倍増、めばちが 5％減、印度まぐろが前年並み、類計も前年並

み。いか類は、するめいかの国内物が 32％増、類計では 3%

増。さけ・ます類は、しろさけが 38％減、ぺにさけが 43％減、
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ぎんさけが 13％増、ますのすけが 27％増で、類計では 30% 

増。土は、あかえびが 19％減、インドネシアが 25％減、

インドが 54％減で、類計では 24％減。空丘壁は 13％減、互

ムこ旦が 41％減、旦且が 60％増、ヒ三が 29％減。

平均価格は、まぐろ類は、ほんまぐろが 11％安、きわだが 15

％安、めばちが 3％安、印腹まぐろが 3％高、類計ではほぽ前

年並み。いか類は、するめいかの国内物では 13％高で、類計

では 7％安。さけ•ます類は、しろさけ・ペにさけが前年並み、

ぎんさけが 18％安、ますのすけが 23％安、類計で 19％安。

土互堕は、あかえびが 5％安、インドネシアが 4％高、インド

が3％高、類計で7％高。か上竺は 5％高、ぎんたらが 6％高、

碑が 12％安、上三が 37％高。

吐五亘］ I取扱数:Iii: 22,965 t（対前年比 101.9 %) 

平均価格 690円( II 21円安）

取扱数1il:は、塩蔵品知は、塩しろさけが 7％増、塩べにさけ

は 13％減、塩ぎんさけは 37％増、いくらが 15％減、すけこ

が 34％減で、類計では 5％減。塩干品類は、開干あじが 8%

減、類計では 3％減。衣干製品類は、こうなごが倍増以上、し

らす干が 15％増、類社で 57％増。練製品類は前年並み。塑玉

麟は孜たこが 19％減で、類計では II％減。

平均価格は、塩蔵品類は、塩しろさけが 22％安、塩べにさ

けが 24％嵩、塩ぎんさけが 21％安、いくらが 12％高、すけ

こが 19％高、類計では 3％安。塩干品類は、開干あじが前年

並み、類計で前年並み。森干製品類は、こうなごが 39％安、

しらす干が 7％高、類計では 16％安。練製品類は前年並み、

渇点品類は、煮たこが 15％高、類計では 7％店。

- 4月一

*直|取扱数量 13,768t （対前年比 93.1%) 

平均価格 1,004円( II 25円高）

取扱数量は、まぐろ類は、まぐろの国内物が 14％減、まぐ

ろの輸入物が前年並み、きわだの国内物が 23％減、めばちの

入物が 22％減、めじが 4倍増で類計では 5％減。圭立凶こは

長崎 ・千充もの主体で前年並み、立旦は漁況が不振で愛援もの

主体に 13％減、まいわしは高知・三重もの主体に 41％減、立

卒は、宮崎もの主体に 38％減。

平均価格は、まぐろ類は、国内物が 17％店、輸入物が 33% 

高、きわだの国内物が 4％安、めばちの輸入物が 6％高、めじ

が 14％安で、類計では 8％高。圭生上は前年並み、まいわし

図1-1 総取扱数:!il:の動き
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は39％高、かつおは 52％高。

＊直 1取扱数量 1,284 t （対前年比 98.8%) 

平均価格 1,550円( II 20円高）

取扱数籠は、差立二が前年並み、かんぱちがほぽ倍増、圭

芦が 19％減。

乎均価格は、金立二が 6％高、かんばちが 36％安、またい

が27％高。

＊立 1取扱数量 4,078 t （対前年比 91.0%) 

平均価格 869円( 11 43円高）

く生鮮貝類＞

取扱数量は、あさりが 7％減、しじみが 9％減、些立且が 11

％減、ほたて貝が 4％減、むきほたて貝が前年並みで、頬計で

は9％減。

平均価格は、あさりが 3％安、しじみが 5％高、些立且が 13

％涸、ほたて貝 ・むきほたて貝が前年並みで、類計では 7％店。

く冷凍貝頚＞

取扱数量は、類計で 10％減、平均価格は、類計で 5％安。

*~I 取扱数量 17,764 t（対前年比 103.8%) 

平均価格 910円( 11 73円安）

取扱数量は、まぐろ類は、ほんまぐろが 19％増、きわだが

ほぽ3倍増、主力のめばちは 4％増、印度まぐろが前年並みで、

類計では 10％増。いか類は、するめいかの国内物が 56％増、

類計では 1 0 ％増。さけ • ます類は、主力のぎんさけがほぼ倍

増、ますのすけが 77％増と大きく伸びた。しろさけが 27％減、

べにさけが 54％減で、類計では 83％増。えび類は、あかえび

が 15％減、インドネシアが 2％増、インドは 65％減と大きく

落ち込み、類計でも 7％減。かに類は 31％減、至世は 74％増、

芦は 25％減、ぎんたらは 23％減。

平均価格は、まぐろ類は、ほんまぐろが 5％安、きわだが 22

％安、めばちが 8％安、印度まぐろが前年並み、類計で 6％安。

ど空墾は、するめいかの国内物が 20％高、類計で 16％安。旦

け•ます類は、ぎんさけが 22 ％安 、 ますのすけが 23 ％安、し

ろさけが 28％高、べにさけが 26％高で、類計では 15％安。

えび類は、あかえびが 6％安、インドネシアが 6％高、インド

が7％高で、類計では 4％高。空丘竺は 6％安、旦旦は 4％安、

こは 31％高、ぎんたらは前年並み。

円

1,200 

1,000 

800 

600 

400 

200 

゜

図1-2 総平均価格の動き
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I図2 1 鮮魚取扱数只の動き

口11年

千トン
口12年

ロ13年
25 

゜ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 1 2月

*詞|取扱数量 20,907 t（対前年比 99.1 %) 

平均価格 693円( /I 6円安）

取扱数量は、塩蔵品類は、塩あきさけが 61％減、塩しろさ

けが 14％減、塩べにさけが 34％減、塩ぎんさけが 8％増、い

くらが 14％減、すけこが 15％減で、類計では 18％減。堡王

盈墾は、開・下あじは 17％減、知計では 10％減。点干製品類は、

こうなごが 34％増、しらす干が 26％減、類計では 4％減。

焼物製品類は、蒲焼うなぎが 3％増、類計が前年並み。練製品

型は、類計で 5％減。湯孜品知は、孜たこが 24％減、類計で

は 17％減．

平均価格は、塩蔵品類は、塩しろさけが 10％安、塩ぺにさ

けが 34％高、塩ぎんさけが 13％安、いくらが前年並み、すけ

こが 8％高、知計で 10％高。塩干品類は、開干あじが 8%,~‘

類計では 4％高。，千製品類は、こうなごが 54％安、しらす

干が 25％高、知計では 13％安。焼物製品煩は、痛焼うなぎが II

％安、煩計で 10％安。練製品類は類計で 3％安。湯衣品類は

煮たこが 19％店、類計では 8％高．

- 5月

*|]王こ五］ 1 ：::: 15,1::4心：対：年比 ：：；芯i))|q

取扱数量は、まぐろ如は、まぐろの国内物が 54％減、まぐ

ろの輸入物が 34％減、きわだの国内物が 36％減、きわだの翰

入物が 48％増、めばちの輸入物は II％減で、類計では 27% 

減。圭立込こは漁況悪く、千葉もの主体で 12％減、立旦は愛緩

•和歌山・静岡もの主体に 7 ％増、まいわしは静岡 ・ 千葉もの

主体で 55％減、するめいかは石川・鳥取もの主体で 29％増、

企2圭は千函•宮崎もの主体に 27 ％減。

平均価格は、まぐろ知は、国内物が 56％高、翰入物が 44% 

高、きわだの国内物が 23％高、きわだの輸入物が 13％安、め

ばちの輸入物が 12％高で、類計では 26％高。圭些上は 29% 

高、碑は前年並み、まいわしは 66％高、するめいかは 30%

安、企ユ互は 53％高。

＊工口 1取扱数量 1,327 t （対前年比 94.0%) 

平均価格 1,552円( 11 190円高）

取扱数量は、立立二が 16％減、かんばちが倍増、圭ヒ上が 26

％減。

平均価格は、あ立二が 30％高、かんばちが 32％安、またい

が48％高。
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図2-2 鮮魚平均価格の動き
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＊互ゴ□1取扱数量 4,008 t（対前年比 91.l %) 

平均価格 903円( II 70円高）

く生鮮貝類＞

取扱数量は、あさりが 12％減、上上クが 9％減、些立斗拉115 

％減、ほたて貝が 3％減、むきほたて貝が前年並みで、類計で

は IO％減。

平均価格は、些差2ーが前年並み、しじみが 5％高、些立且が 32

％高、ほたて貝・むきほたて貝が前年並みで、類計では 9％高。

く冷凍貝類＞

取扱数量は類計で 6％増、平均価格は類計で 4％安。

*[  1 :::: 16,I：：，心門：年比 14062::: 

取扱数量は、まぐろ類は、ほんまぐろが 7％増、きわだが倍

増、めばちが 6％増、印度まぐろが 5％増、類計で 10％増。

とは、するめいかの国内物が 18％増、もんこういかが 67

％増、類計で 15％増。かれい類は、あさばかれいが 26％減、

からすかれいが 65％増、さけ・ます類は、ぎんさけが 35％増、

類計では 47％増。よ立墾は、あかえびが 16％増、インドネシ

アが 9％減、インドが 43％減、類計では 2％減。ぎんたらが 23

％増、上三が 21％減、至旦が 33％減。

平均価格は、まぐろ類は、ほんまぐろは前年並み、きわだは II

％安、めばちは 12％安、印度まぐろは前年並み、類計で 8%

安。と立墾は、するめいかの国内物は 31％高、もんこういか

は前年並み、類計で 6％安。かれい類は、あさばかれいが 24

％高、からすかれいが 21 ％安、知計は前年並み。さけ•ます

竪は、ぎんさけが 22％安、類計で 18％安。土立墨は、あかえ

びが II％安、インドネシア・インドが前年並み、類計では前

年並み。ぎんたらが 2％安、たこが 25％高、さばが 20％高。

＊芦 1取扱数量 21,218t （対前年比 96.1%) 

平均価格 696円( II 14円高）

取扱数量は、塩蔵品類は、塩しろさけが 4％増、塩べにさけ

が40％減、塩ぎんさけが 47％増、いくらが 8％減、すけこが

前年並みで、類計は 3％減。塩干品類は、開干あじが II％減、

類計では 5％減。煮干製品類は、しらす干は 2％増、こうなご

が69％減、類計では 13％減。練製品類は類計で 9％減、塑点

盈墾は、煮たこが 25％減、類計では 14％減。

平均価格は、塩蔵品類は、塩しろさけが 6％安、塩ぺにさけ

が、 31％高、塩ぎんさけが 17％安、いくらが 4％安、すけこ
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が前年並み、類計では前年並み。塩干品類は、開干あじは 4%

高、類計では 2％高。孜干製品類は、しらす干が 48％店、類

計では 31％高。練製品類は類計で前年並み。湯煮品類は、煮

たこが 19％高、類計で 6％高。

- 6月一

＊戸 1取扱数量 l6,337 t（対前年比 95.8%) 

平均価格 804円( II ]2円高）

取扱数量は、まぐろ類は、まぐろの国内物が 67％減、まぐ

ろの輸入物が 13％増、めじが 40％減、きわだの国内物が 27

％増、めばちの輸入物が II％減で、類計では 23％減。圭立込こ

は漁況悪く、千葉・長崎もの主体に 19％減、立旦：は神奈川も

の主体に 6％増、まいわしは神奈川・千葉もの主体に 18％減、

かつおは千葉・宮城もの主体に 6％減、旦圭土とは 5％増。

平均価格は、まぐろ類は、国内物が 56％高、輸入物が 3%

安、めじが 13％高、きわだの国内物が 20％高、めばちの輸入

物がII％高、類計では 9％応。まあじは 43％高、旦且は 4%

安、まいわしは 30％高。

*[  I字：：： ：：：：：ん（（対：年比 1::::: 

取扱数量は、あなごが 12％減、かんぱちが前月に続き倍増、

またいが 24％減。

平均価格は、あなごが 24％高、かんばちが 34％安、またい

が43％高。

＊□ |取扱数量 3,869 t（対前年比 96.7 %) 

平均価格 864円( II 5 J円高）

く生鮮貝類＞

取扱数量は、あさりが前年並み、しじみが 4％減、些立退しが 15

％減、ほたて貝が 28％増、むきほたて貝が 5％増、類計では 4

％減。

平均価格は、あさりが 2％安、上上みが 6％高、あか貝が 19

％高、ほたて貝が 3％安、むきほたて貝が 3％安、類計では 7

％高。

く冷凍貝類＞

取扱数量は類計で 7％増、平均価格は類計で2％安。

＊詞 1取扱数量 15,445t （対前年比 l00.7%) 

平均価格 915円( II 8)円安）

取扱数量は、まぐろ類が、ほんまぐろが 11％増、きわだが 79

図3-1 貝類取扱数灯の動き
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千トン
口12年
口13年
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％増、主力のめばちが前年並み、印度まぐろがJO％減。と立・

壁は、するめいかの国内物が 15％減、類計では 6％増。立旦

込類は、からすかれいが 7％減、類計では 17 ％減。さけ • ま

工墾は、ぎんさけが 12％増、類計では 13％増。えび類は、イ

ンドネシアが II％減、インドが 55％減、類計では 19％減。

ぎんたらは 3％減、旦且は 16％増、上三は 3％増。

平均価格は、まぐろ類が、ほんまぐろが 12％安、きわだが 3

％安、めばちが 5％安、印度まぐろが 6％高で、類計では 5%

安。いか類が、するめいかの国内物が 17％高、類計では 9%

安。かれい類は、からすかれいは 7％安、類計では 17％安。

さけ•ます知は、ぎんさけが 20 ％安、類計で 14 ％安。えび頬

は、インドネシアが 3％安、印度が 12％安、類計では 2％安。

ぎんたらは 5％高、立旦は 6％高、こ三が 28％高。
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*言|取扱数:Ii!: 21,269 t（対前年比 99.1 %) 

平均価格 705円( II 26円高）

取扱数塁は、塩蔵品類は、塩しろさけが II％減、塩べにさ

けが 35％減、塩ぎんさけが 21％増、いくらが 15％増、すけ

こが前年並み、類計では 3％減。塩干品類は、開干あじが 14

％減、類計では前年並み。点干製品類は、しらす干が 10％減、

類計では 8％減。焼物製品類は、蒲焼うなぎが 16％増、類計

では 9％増。練製品類は類計で9％減。湯孜品頬は、煮たこが 12

％減、類計では 3％減。

平均価格は、塩蔵品類は、塩しろさけが 10％高、塩べにさ

けが 24％高、塩ぎんさけが 14％安、いくらが 5％安、すけこ

が 6％安で、類計では 10％高。塩干品類は、開干あじが 7%

高、類計では前年並み。孜干製品類は、しらす千が 56％高、

類計では 42％店。焼物製品類は、蒲焼うなぎが 19％安、類計

では 15％安。練製品類は類計で前年並み。混蕉品類は、煮た

こが 14％閲、類計では 7％高。

- 7月一

*汀|取扱数星 I4,478t （対前年比 93.0%) 

平均価格 848円( II 14円安）

取扱数旦は、まぐろ類は、まぐろの国内物の漁況がきわめ

て悪かったため 76％減、まぐろの輸入物が倍増、きわだの国

内物が 31％増、めばちの輸入物が 9％安、類計では 37％減。

するめいかは北海道・青森物主体に 15％増、圭些上は千葉・

長崎物を主体として 8％減、まいわしは千葉・長崎物主体に 33

％減、かつおは宮城 ・福島物が主体で 3％減、立旦は 12％減。

平均価格は、まぐろ類は、国内物が 35％高、輸入物が 24%

図3-2 貝類平均価格の動き
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図4-1 冷凍魚取扱数鼠の動き
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安、きわだの国内物が 18％高、めばちの輸入物が 17％高、類

計では 22％高。するめいかは 22％安、まあじは 3％高、圭上：

麟は 20％商、かつおは 21％高、空且は 2％高。

吋互工 I取扱数虻 1,336 t（対前年比 102.3 %) 

平均価格 1,506円( II 12円安）

取扱数伍は、あなごが 3％減、かんぱちが 86％減、またい

が24％減。

平均価格は、あな二が 9％高、かんぱちが 35％安、またい

が33％高。

吐王E]I取扱数量 3,618 t（対前年比 98.1 %) 

平均価格 904円( II 4円高）
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図4-2 冷凍魚平均価格の動き
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く生鮮貝類＞

取扱数星は、あさりが 8％減、しじみが前年並み、些立注しが 4

％減、ほたて貝が 44％増、むきほたて貝が前年並み、類計で

は前年並み。

平均価格は、あさりが前年並み、しじみが 5％高、あか貝が 4

％高、ほたて貝が 13％安、むきほたて貝が 3％安、類計では

前年並み。

く冷凍貝類＞

取扱数量は類計で 2％減、平均価格は類計で 3％高。

＊三~1 取扱数且 l4,768t （対前年比 96.0%). 

平均価格 973円( II 71円安）

取扱数嚢は、まぐろ類は、ほんまぐろが 27％増、きわだが 87

％増、主力のめばちが 12％増、印度まぐろが 10％減、類計で

は 12％増。虻空墾は、するめいかの国内物が 59％減、頬計で

は 40 ％減。さけ•ます類は、しろさけが 30 ％減、べにさけが

前年並み、ぎんさけが 14％増、類計では 18％増。えび類は、

あかえびが 26％増、インドネシアが 18％減、インドが 72%

減と大きく減らし、類計では 17％減。ぎんたらが 54％減、立

世が 30％増。

平均価格は、まぐろ類は、ほんまぐろが 14％安、きわだが 9

％安、めばちが II％安、印度まぐろが 11％高、類計では 8%

安。いか類は、するめいかの国内物が 27％高、類計では 29% 

高。さけ•ます類は、しろさけが 8 ％高、べにさけが 15％高、

ぎんさけが 27％安、類計では 13％安。えび類は、あかえびが 19

％安、インドネシアが 5％安、インドが II％安、類計では 7

％安。ぎんたらが 4％高、立旦が前年並み。

＊宣 1取扱数星 20,077 t（対前年比 97.4%) 

平均価格 726円( II 4円高）

取扱数旦は、塩蔵品類は塩しろさけが 24％減、塩べにさけ

が25％減、塩ぎんさけが 42％増、いくらが 3％減、すけこが 19

％減、類計で 6％減。塩干品類は、開干あじが 18％減、類計

で 15％減。煮干製品類は、しらす干が 22％増、類計で 16% 

増。焼物製品類は、蒲焼うなぎが 31％増、類計で 26％増。壁

製品類は類計で 8％減、湯煮品類は煮たこが 22％減、類計で 15

％減。

平均価格は、塩蔵品類は塩しろさけが II％高、塩べにさけ

が前年並み、塩ぎんさけが 15％高、いくらが 8％安、すけこ

が 5％高で、類計では前年並み。塩干品類は、開干あじが 4%

高、類計では 2％高。煮干製品類は、しらす干が 19％高、類

計では 16％高。焼物製品類は、蒲焼うなぎが 19％安、類計で 16

％安。練製品類は類計で前年並み、湯煮品類は煮たこが 15% 

高、類計では 9％高。

- 8月一

＊疇 1::::  14;78620よ（（対：年比 言：：
取扱数墓は、まぐろ類は、まぐろの国内物が 29％減、まぐ

ろの輸入物が 9％減、めじが 46％減、きわだの国内物が 60%

減、めばちの輸入物が 18％減、類計では 28％減。まあじは長

崎・石川もの主体に］6％減、、立且は神奈川・千葉もの主体に

前年並み、まいわしは千葉・宮城もの主体に］0％減、するめ

と立は北海道・青森ものが主体で］7％減、空2土沙i宮城•福

島もの主体に 9％減、さんまは北海道もの主体に水揚げが順調

で69％増。

平均価格は、まぐろ類は国内物が 43％高、輸入物が 3％安、

めじが 7％高、きわだの国内物が 23％高、めばちの輸入物が 3

％高、類計では 19％高。まあじは 16％高、まいわしは 15% 

安、するめいかは 9％高、かつおは 21％高、さんまは 15％安。
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*直|取扱数量 1,247 t（対前年比 101.8 %) 

平均価格 1,516円( II 2円安）

取扱数賣は、あなごが 18％減、かんばちが 93％増、圭上．

込が 18％減。

平均価格は、あなごが 22％高、かんばちが 38％安、またい

が24％高。

*匡|取扱数量 3,192 t（対前年比 100.3 %) 

平均価格 949円( II 8円安）

く生鮮貝煩＞

取扱数量は、あさり・しじみが前年並み、あか貝が 13％減、

ほたて貝が 32％増、むきほたて貝が 12％増、類計では前年並

み。

平均価格は、些立2ーが 3％高、上上五が 5％高、些立立拉;16 
％高、ほたて貝が 9％安、むきほたて貝が 5％安で、類計では

前年並み。

く冷凍貝類＞

取扱数量は類計で 5％減、平均価格は類計で 6％安。

*互|取扱数量 14,823 t（対前年比 104.l %) 

平均価格 973円( II 60円安）

取扱数量は、まぐろ類は、ほんまぐろが 32％増、きわだが 92

％増、主力のめばちが 4％増、印度まぐろが 3％増で、類計で

は 9％増。とか墾は、するめいかの国内物が 16％増、むきい

かが 6％減、類計では 5％減。さけ・ます類は、べにさけが 29

％増、ぎんさけが 36％増、ますのすけが 2.6倍増、類計では 40

％増。よ旦墾は、あかえびが 12％減、インドネシアが 3％増、

インドが 51％減、類計で 8％減。ぎんたらが 8％増、至ばが 13

％減、上三が 23％減。

平均価格は、まぐろ類は、ほんまぐろが 15％安、きわだが II

％安、めばちが II％安、印度まぐろが 9％高で、類計では 5

％安。と立里は、するめいかの国内物が前年並み、むきいかが 10

％安、類計で 3％安。さけ・ます類は、べにさけが前年並み、

ぎんさけが 27％安、ますのすけが 34％安、類計では 18％安。

えび類は、あかえびが 6％安、インドネシアが 10％安、イン

ドが 15％安、類計では 9％安。ぎんたらが前年並み、立旦：が 18

％高、上三が 11％高。

図5-1 加工品取扱数爪の動き
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＊ 言 I取扱数量 18,327 t（対前年比 98.1 %) 

平均価格 709円( II 7円高）

取扱数量は、塩蔵品類は塩しろさけが 44％増、塩ぺにさけ

が 37％減、塩ぎんさけが 67％増、いくらが 28％減、すけこ

が3％増、類計では 4％増、塩干品類は、開干あじが II％減、

類計では 5％減。煮干製品類は、しらす干が 18％減、類計で

は 15％減。焼物製品類は、蒲焼うなぎが 39％増、類計では 32

％増。素干品類は、干するめの国内物が 30％減、類計では 7

％増。練製品類は、類計で前年並み。湯煮品類は、煮たこが 22

％減、類計では 15％減。

平均価格は、塩蔵品類は塩しろさけが 3％安、塩べにさけが

15％安、塩ぎんさけが 17％安、いくらは 3％安、すけこは前

年並みで、類計では 12％安。塩干品類は、開干あじが 5％高、

類計では前年並み。煮干製品類は、しらす干が 40％高、類計

では 34％高。焼物製品類は、蒲焼うなぎが 21％安、類計では 18

％安。素干品類は、干するめの国内物が 12％安、類計では 6

％安。練製品類は類計で 3％安。湯煮品類は、煮たこが 15% 

高、類計では 6％高。

- 9月一

＊［五□困］ 1 ：::: 19:;46よ（（対炉年比 797,;:: 
取扱数量は、まぐろ類は、まぐろの国内物が 57％減、まぐ

ろの輸入物が 24％増、めじが 80％減、めばちの輸入物が 12

％減、類計で 36％減。圭互込とは新潟・千葉もの主体に 4％減。

碑は秋田・千葉もの主体で 8 ％増。まいわしは千葉 • 愛知も

の主体に 93％増。するめいかは、北海道・青森ものが主体で 3

％増。か2互は漁況が低潟で、宮城もの主体に 40％減。旦ム・

圭は北海道・宮城もの主体に 23％増。

平均価格は、まぐろ類は、まぐろの国内物が 25％高、まぐ

ろの輸入物が 5％安、めじが 116％高、めばちの輸入物が 5%

安、類計では 29％高。圭些上は 7％安、まいわしは 52％安、

するめいかは 14％安、かつおは 69％安、さんまは 31％安。

＊詞 1取扱数量 l,161 t （対前年比 98.8%) 

平均価格 ］，486円( II ]33円安）

取扱数旦は、あなごが前年並み、かんばちが 50 ％増、圭~

込が 19％減。

図5-2 加工品平均価格の動き
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平均価格は、多立二が 3％安、かんぱちが 33％安、またい

が 12％高。

＊工引□扱数虹 3,268 t （対前年比 99.1 %) 

平均価格 896円( II 44円安）

く生鮮貝類＞

取扱数量は、あさりが 3％減、しじみが 4％減、はまぐりが 15

％減、至空且が 3％減、ほたて貝が 30％増、むきほたて貝が 8

％増、類計では前年並み。

平均価格は、あさりが 3％高、しじみが前年並み、はまぐり

が4％高、並立且が 15％安、ほたて貝が 12％安、むきほたて

且が 8％安。

く冷凍貝類＞

取扱数輩は類計で 9％安、平均価格は類計で 2％安。

吋五illI取扱数il 14,787 t（対前年比 96.3 %) 

平均価格 909円( II 107円安）

取扱数量は、まぐろ類は、ほんまぐろが 5％増、きわだが 46

％増、めばちが 8％増、印度まぐろが 16％減、類計では 4%

増。ど空墾は、するめいかの国内物が 6％増、もんこういかが 39

％減、類計では 10 ％減。さけ•ます類は、べにさけが 27 ％減、

ぎんさけが 22％増、類計では 17％増。え旦竪は、あかえびが 12

％減、インドネシアが 5％減、インドが 10％減、類計では 8

％減。ぎんたらが 19％減、立且：が 19％減、とニーが 39％減。

平均価格は、まぐろ類は、ほんまぐろが 20％安、きわだが 9

％安、めばちが 15％安、印度まぐろが 4％安、類計で 16％安。

いか類は、するめいかの国内物が 21％高、もんこういかが 30

％高、類計が 5％安。さけ•ます類は、べにさけが 7 ％高、ぎ

んさけが 35％安、類計では 27％安。よ竺墾は、あかえびが 9

％安、インドネシアが 10％安、インドが 21％安、類計で 9%

安。ぎんたらが 3％在、立且が 23％高、と二が 8％高。

吋五丑□1取扱数量 18,568 t（対前年比 93.3 %) 

平均価格 688円( II 38円安）

取扱数量は、塩蔵品類は塩あきさけが 10％減、塩しろさけ

が7％増、塩べにさけが 41％減、塩ぎんさけが 29％減、いく

らが 47％減、すけこが 4％減、類計では 21％減。塩千品類は、

開干あじが 19％減、類計では 6％減。煮干製品類は、しらす

干が 12％減、煮干いわしが 35％増、類計では 3％増。練製品

墾は前年並み。湯煮品類は煮たこが 17％減、類計で 21％減。

平均価格は、塩蔵品類は塩あきさけが 3％安、塩しろさけが

10％高、塩べにさけが 6％安、塩ぎんさけが 2％高、いくら

が 12％安、すけこが 9％安、類計では 8％安。塩干品類は、

開干あじが 6％高、類計では前年並み。煮干製品類は、しらす

干が 28％高、煮干いわしが 5％高、類計では 18％高。練製品

墾は 2％安。沿煮品類は煮たこが 15％嵩、類計では II％高。

10月

＊エ□：ーでょ（対：年比］言：
取扱数伍は、まぐろ類は、先月に続きまぐろの国内物の入

荷が落ち込み 47％減、まぐろの輸入物が 29％増、めばちの国

内物が 15％減、めばちの輸入物が 7％減、めじが大きく減っ

て85％減、類計で 34％減。まあじは千葉・長崎もの主体で II

％減、旦区は宮城・千葉もの主体に 9％減、まいわしは静岡・

千葉もの主体で 33％増、するめいかは青森・北海道もの主体

に 17％増、立2互は宮城・千葉もの主体で 33％減、さんまは

北海道・宮城もの主体で 39％増。

平均価格は、まぐろ類はまぐろの国内物が 20％高、まぐろ
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の輸入物が前年並み、めばちの国内物が前年並み、めばちの輸

入物が 3％安、めじが 80％高、類計では 5％安。まあじは 12

％高、立且は前年並み、まいわしは 34％安、するめいかは 13

％安、立2圭は 62％高、さんまは 31％安。

吋亙て］ I取扱数量 1,306 t（対前年比 92.7 %) 

平均価格 1,440円( " 114円安）

取扱数量は、あなごが前年並み、かんぱちが 46 ％増、圭上~

込が 3％減。

平均価格は、あなごが 5％高、かんぱちが 24％安、またい

が前年並み。

＊工~1 取扱数量 4,775 t （対前年比 l04.9%) 

平均価格 908円( " 21円安）

く生鮮貝類＞

取扱数量は、あさりが前年並み、空立力I6％増、しじみが 5

％増、はまぐりが 8％増、あか貝が 3％増、ほたて貝が II%

増、むきかきが 8％増、むきほたて貝が 18％増、類計では 5

％増。

平均価格は、あさりが 2％高、空室ー・しじみが前年並み、旦

まぐりが 3％安、あか貝・ほたて貝・むきかきが前年並み、埜

きほたて貝が 9％安、類計では前年並み。

く冷凍貝類＞

取扱数量は類計で 5％増、平均価格は類計で II％安。

＊三已 1取扱数量 l6,430 t （対前年比 113.1 %) 

平均価格 897円( " 172円安）

取扱数量は、まぐろ類は、ほんまぐろが 21％増、きわだが 20

％増、主力のめばちが 20％増、印度まぐろが 5％減、類計で

は 15％増。いか類は、するめいかの国内物が 10％減、類計で

は 22％増。かれい類は、あさばかれいが 8％減、からすかれ

いが 15％増、類計では 8％増。さけ•ます類は、ぺにさけが 19

％減、ぎんさけが 133％増、ますのすけが 43％増、類計では 60

％増。え旦遵μは、あかえびが 19％減、主力のインドネシアが II

％増、インドが 39％減、類計では前年並み。かに類が類計で 13

％増、ぎんたらが 33％減、空世が 76％増、た三が 13％減。

平均価格は、まぐろ類は、ほんまぐろが 21％安、きわだが 4

％安、めばちが 17％安、印度まぐろが 6％安、類計では 17%

安。込空墾は、するめいかの国内物が 11％高、類計では 7%

安。かれい類は、あさばかれいが 28％高、からすかれいが 3

％安、類計では 7％高。さけ・ます類は、べにさけが 5％高、

ぎんさけが 39％安、ますのすけが 32％安、類計では 30％安。

え旦墾は、あかえびが 8％安、インドネシアが 19％安、イン

ドが 32％減、類計では 19％安。かに類が類計で前年並み、主

んたらは前年並み、立且が 7％高、と三が 21％高。

＊冒 1取扱数量 21,81lt （対前年比 99.6%) 

平均価格 706円( II 42円安）

取扱数:1i1:は、塩蔵品類は、塩あきさけが 11％減、塩しろさ

け7％減、塩べにさけが 24％減、塩ぎんさけが 27％増、すじ

こが 31％増、いくらが 29％減、すけこが前年並み、類計で 2

％減。塩干品類は、開干あじが IO％減、開干さんまが 8％増、

類計で前年並み。煮干製品類は、煮干いわしが 56％増、しら

す干が 35％減、類計では II％減。素干品類は、干するめの国

内物が 31％増、類計では 4％増。練製品類は類計で 2％減。

湯煮品類は煮たこが 14％減、類計では 9％減。

平均価格は、塩蔵品類は、塩あきさけが 13％安、塩しろさ

け・塩べにさけがが 7％高、塩ぎんさけが 19％安、すじこが 2
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％安、いくらが 30％安、すけこが 6％高、類計では 16％安。

塩干品類は、開干あじが 8％高、開干さんまが II％安、類計

では前年並み。煮干品類は、保干いわしが前年並み、しらす干

が48％高、類計では 21％高。素干品類は、干するめの国内物

が29％安、類計では 19％安。練製品類は類計で前年並み。湯

孜品類は、煮たこが 15％邸、類計で 14％高。

- 11月一

*[  1字：：： 17:3610よ（（対が年比 3968ょ：：
取扱数紅は、まぐろ類は、まぐろの国内物が 71％増、まぐ

ろの輸入物が 19％減、めじが 78％減、めばちの国内物が 17

％増、めばちの輸入物が 8％減、類計では 32％減。まあじは

千葉・長崎もの主体で 4％減、至旦：は和歌山・千葉もの主体で

5 ％減、まいわしは宮城•静岡もの主体で 2.5 倍増、するめい

立は廿森・北海道もの主体で 12％減、かつおは宮城・福島も

の主体に 44％減、旦ム旦は宮城・千葉もの主体に漁況好調で

60％増。

平均価格は、まぐろ類は、まぐろの国内物は 4％安、まぐろ

の輸入物が 2％安、めじが 69％高、めばちの国内物が 18％安、

めばちの輸入物が 11％安、類計では 26％高。まあじは 10% 

安、互旦は 4％安、まいわしは 52％安、するめいかは 5％高、

立が 57％高、さんまが 33％安。

＊［西二五こ］ I字：：： ：：：：：ん（（対：年比 ］↑:；：： 
取扱数位は、あなごが前年並み、かんばちが 40％増、圭上・

とが前年並み。

平均価格は、あなごが前年並み、かんばちが 20％安、圭上・

止が前年並み。

*疇|取扱数量 5,073 t（対前年比 102.8 %) 

平均価格 896円( II 39円安）

く生鮮貝類＞

取扱数量は、あさりが 5％減、空旦が 4％増、しじみが前年

並み、はまぐりが 7％増、あか貝が 4％増、ほたて貝が 19% 

増、むきかきが 6％減、むきほたて貝が 15％増、類計では 3

％増。

平均価格は、あさりが 4％高、企立が 4％安、上上立が前年

並み、はまぐりが 10％安、あか貝が 7％安、ほたて貝が 6%

安、むきかきが 5％高、むきほたて貝が 11％安、類計では 4

％安。

く冷凍貝類＞

取扱数社は類計で前年並み。平均価格は頬計で 7％安。

*~|取扱数位 15,950 t（対前年比 103.9 %) 

平均価格 932円( II 121円安）

取扱数量は、まぐろ類は、ほんまぐろが 35％増、きわだが 7

％増、主力のめばちが 8％増、印度まぐろが 21％増で、類計

では 5％増。いか類は、するめいかの国内物が 43％減、むき

いかが 20％減、類計で 7％減。かれい類は、からすかれいが 16

％増、類計で 15％減。さけ・ます類は、べにさけが 48％減、

ぎんさけが 63％増、ますのすけが 7％増、ますが 179％増、

類計では 37％増。土旦墾は、あかえびが 23％減、フィリピン

が 19％増、インドネシアが 5％増、インドが 15％減、類計で

は前年並み。立丘墾は類計で 14％増、ぎんたらが 12％増、立

旦が 6％増、と三が 27％減。

平均価格は、まぐろ類は、ほんまぐろが 25％安、きわだが 3

％安、めばちが 16％安、印度まぐろが 5％安、類計では 16%

安。いか類は、するめいかの国内物が 40％高、むきいかが 3

％安、類計では 5％高。かれい類は、からすかれいが 14％高、

類計では 22 ％高。さけ•ます類は、べにさけが 8 ％高、ぎん

さけが 37％安、ますのすけが 39％安、類計では 32％安。え

廷墾は、あかえびが 4％安、フィリピンが 21％安、インドネ

シアが 17％安、インドが 33％安、類計では 14％安。かに類

は類計で前年並み、ぎんたらは前年並み、立旦：は 14％高、こ

三が 19％高。

吐五亘］ 1取扱数量 22,159 t（対前年比 96.8 %) 

平均価格 734円( II 24円安）

取扱数量は、塩蔵品類は、塩あきさけが 7％増、塩しろさけ

が 25％減、塩ぺにさけが 22％減、塩ぎんさけが 38％増、い

くらが 28％増、すけこが 6％減、類計では前年並み。皇王~

墾は、開干あじが 12％減、開干ほっけが 13％増、類計では 5

％減。煮干製品類は、煮干いわしが 12％増、しらす干が 30% 

減、類計では 18％減。焼物製品類は、蒲焼うなぎが 39％増、

類計では 30％増。素干品類は、干するめの国内物が 6％減、

類計では 8％減。練製品類が類計で 2％減。沿孜品類は煮たこ

が 13％減、類計で 5％減。

平均価格は、塩蔵品類は、塩あきさけが 22％安、塩しろさ

けが 9％高、塩ぺにさけが 6％安、塩ぎんさけが 18％安、い

くらが 3I％安、すけこが 3％店、類計では 9％安。塩干品類

は、開干あじが 6％高、開干ほっけが 9％高、類計では前年並

み。煮干製品類は、保干いわしが II％安、しらす干が 45％高、

類計では 27％高。焼物製品類は、蒲焼うなぎが 19％安、類計

では 15％安。素干品類は、干しするめの国内物が II％安、類

叶が 3％安。練製品類は類計で前年並み。湯煮品類は煮たこが

18％高、類計で 5％安。

- 12月一

＊｛  1 ：::: ::l9::7円t::年比 :6::: 
取扱数til:は、まぐろ類は、まぐろの国内物が 32％増、まぐ

ろの輸入物が 10％減、めじが 47％減、めばちの国内物が 26

％減、めばちの輸入物が 14％減、類計では 25％減。圭委上は

千葉・長崎もの主体で 7％減、立旦りま千葉もの主体で 15％増、

まいわしは産地の水揚げが大きく減り、神奈川もの主体で 23

％減、するめいかは青森・北海追もの主体で 12％減、昼圭圭一

は57％増。

乎均価格は、まぐろ知は、まぐろの国内物が 12％高、まぐ

ろの輸入物が前年並み、めじが 48％高、めばちの国内物が 9

％高、めばちの輸入物が 18％高で、類計では 23％高。圭立込こ

は5％安、立旦が 12％安、まいわしが 33％高、するめいかが 10

％高、はまちが 35％安。

＊直 1取扱数量 1,686 t （対前年比 l03.5%) 

平均価格 1,371円( II 119円安）

取扱数量は、あな二が 2％減、かんぱちが 34％増、またい

が3％減、ひらめが 12％増。

平均価格は、金なこが前年並み、かんばちが 19 ％減、圭上~

いが前年並み、ひらめが 12％安。

＊直 1取扱数:Iii: 5,762 t（対前年比 99.7 %) 

平均価格 947円( II 35円安）

く生鮮貝類＞

取扱数量は、あさりが 7％減、立立が前年並み、しじみが 10

％減、はまぐりが 4％増、あか貝が 7％減、ほたて貝が 21% 

増、むきかきが 9％減、むきほたて貝が 18％増で、類計では



前年並み。

平均価格は、あさりが 5％高、かきが 5％安、しじみが前年

並み、はまぐりが 8％安、あか貝が 2％安、ほたて貝が 12% 

安、むきかきが 5％高、むきほたて貝が 14％安で、類計では 2

％安。

く冷凍貝類＞

取扱数伍は類計で 6％増、平均価格は類計で IO％安。

三三 1取扱数屈 21,875 t（対前年比 lll.5%) 

平均価格 1,058円( 11 119円安）

取扱数:fil:は、まぐろ類は、ほんまぐろが 16％増、きわだが 4

％増、主力のめばちが 8％増、印度まぐろが 3％増、類計では 8

％増。込空壁は、するめいかの国内物が 60％増、類計では 5

％増。さけ•ます類は、べにさけが 8 ％減、主力のぎんさけが 67

％増、ますのすけが 72％増、ますが 30％減で、類計では 33

％増。えび類は、あかえびが 18％減、フィリピンが 23％減、

インドネシアが 22％増、インドが 32％減、類計では 6％増。

空に墾は、点たらばかにが 12％増、煮ずわいかにが 26％増で、

類計では 15％増。ぎんたらが 74％増、至旦が 59％増、と三一

が 16％減。

平均価格は、まぐろ類は、ほんまぐろが 18％安、きわだが

前年並み、めばちが 12％安、印度まぐろが 14％安、類計では 14

％安。ど立遺1は、するめいかの国内物が前年並み、類計では 12
％安。さけ•ます類は、べにさけが 14 ％高、ぎんさけが 34 % 

安、ますのすけが 29％安、ますが 42％高、類計では 21％安。

えび類は、あかえびが 5％高、フィリピンが 15％安、インド

ネシアが 14％安、インドが 24％安、類計では 10％安。空上一

墾は、煮たらばかにが 4％高、煮ずわいかにが 9％安、類計で

は前年並み。ぎんたらが前年並み、立且が 9％高、こ三が 24

％高。

＊言 1取扱数且 26,980t （対前年比 99.4%) 

平均価格 930円( 11 17円高）

取扱数量は、塩蔵品類は、塩あきさけが 9％減、塩しろさけ

が 14％減、塩ぺにさけが 13％減、塩ぎんさけが 26％増、い

くらが 88％増、すけこが 3％増、塩かずのこが前年並みで、

類計では 5％増。塩干品類は、開干あじが 14％減、開干ほっ

けが 14％増、類計では 5％増。煮干製品類は、煮干いわしが 13

％増、 しらす千が 27％減、類計では 12％減。素干品類は、干

するめの国内物が 5％減、類計では 8％増。練製品類は、かま

ぽこが 3％減、類計では前年並み。湯煮品類は、煮たこが 20

％減、類計では II％減。

平均価格は、塩蔵品類は、塩あきさけが 19％安、塩しろさ

けが 7％高、塩べにさけが 10％安、塩ぎんさけが 17％安、い

くらが 30％安、すけこ・塩かずのこが前年並み、類計でも前

年並み。塩千品類は、開干あじが 4％高、開干ほっけが 9％高、

類計では前年並み。煮干製品類は、煮干いわしが 13％高、し

らす干が 39％高、類計では 18％高。素干品類は、干するめの

国内物が 9％安、練製品類は、かまぼこが前年並み、類計では

前年並み。湯煮品類は、煮たこが 25％高、類計では 19％高。

2 主要品目の取扱高

(1) まぐろ類
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生鮮物は、取扱数旦が対前年比 22％の減少で 190,691 t、乎均価

格では 230円高の 1,735円となった。品目別に比較すると、取扱数

位では、まぐろの国内物は三陸沖の巻き網漁が過去 2年間に比べて

ふるわなかったこともあり、45％減と大きく減った。めじが同様に 48

％減、きわだの国内物が IO％減めばちの国内物が 12％減、まぐ

ろの輸入物が 4％増、めばちの輸入物が 11％減。平均価格は、まぐ

ろの国内物が 1,172円高で 3,598円、めじが 149円高で 827円、きわ

だの国内物が 30円高の 730円、めばちの国内物が 81円安で 1,978

円、まぐろの輸入物が 124円高の 3,703円、めばちの輸入ものが 38

円高の 1,521円となった。

冷凍物は、取扱数量が対前年比 6％増加の 59,150t、平均価格は

対前年比 135円安の 1,367円となった。品目別に比較すると、めば

ちが 4％増で 39,457t、ほんまぐろが 21％増で 6,176t、きわだが

64％増加で 3,163t、印度まぐろが 4％増加で 9,976tとなった。

平均価格は、めばちが 116円安の 916円、ほんまぐろが 473円安の

2,793円、きわだが 88円安の 674円、印度まぐろが 24円安の 2,484

円となった。

(2) かつお

取扱数虻は、対前年比 3％の減少で 11,672t、平均価格では対前

年比 150円高の 583円となった。数量は毎月前年を下回り、 3~ 4 

月には特に大きく前年を割り込んだ。平均価格は毎月前年を下回っ

た。

(3) はまち

取扱数旦は、対前年比 31％の増加で 10,202t、平均価格では対

前年比 250円安の 800円となった。数量は毎月前年を上回り、 8月

以降は大きく前年を上回った。平均単価は毎月前年を下回った。

(4) まあじ

取扱数且は対前年比 IO％の減少で 18,190t、乎均価格では対前

年比 43円高の 521円となった。数量は 3月以外は前年を下回り、乎

均価格はおおむね高値基調で推移した。

(5) まいわし

取扱数且は対前年比 17％の減少で 8,226t、乎均価格では対前年

比39円高の 451円となった。数量は、昨年極端に入荷の少なかった 9

~II月のみ前年を上回った。平均価格は、上半期には毎月前年を上

回った。

(6)するめいか

生鮮物は、取扱数量が対前年比 7％の増加で 16,429t、平均価格

では対前年比 53 円安の 347 円となった。数位•平均価格ともおおむ

ね前年並みの水準で推移した。

冷凍物は、取扱数旦が対前年比 21％の増加で 5,965t、平均価格

は対前年比 27円高で 259円となった。数旦は 2~ 3月と 12月に前

年を大きく上回ったが、平均価格は一年を通して前年並みの水準で

推移した。

(7)さば

生鮮物は、取扱数旦が対前年比 6％減の 9,367 t、平均価格が対

前年比 39円安の 483円となった。平均価格はおおむね前年を下回 っ

たが、数量・金額ともおおむね前年並みの水準で推移した。

冷凍物は、取扱数旦が対前年比 40％増の 7,938t、平均価格が対

前年比 3円安の 251円。数量は 1~4月と 12月に大きく前年を上回

ったが、平均価格はおおむね前年並みの水準で推移した。

(8) さんま

取扱数塁が対前年比 39％増の 15,356t、平均価格が対前年比 137

円安の 458円となった。 8月から本格的に出回る新物の取扱は前年

を大きく上回り、価格は 1年を通して安値基調で推移した。

(9) さけ•ます類

生鮮物は、取扱数量が対前年比 8％増の 9,177t、平均価格が対

前年比 138円安の 605円となった。品目別に見ると、取扱数塁はし

ろさけが II％増、ますが 35％減、輸入さけ•ますが II ％増となっ

た。平均価格は、しろさけが 93円安、ますが 241円高、輸入さけ・

ますが 148円安となった。
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冷凍物は、取扱数量が前年比 42％の増加で 31,633 t、平均価格

が対前年比 123円安の 449円となった。品目別に見ると、取扱数量

はべにさけが 18％減、ぎんさけが 50％増、ますのすけが 38％増。

平均価格は、べにさけが 42円高、ぎんさけが 156円安、ますのすけ

が210円安となった。

(I 0) えび知

生鮮物は、取扱数量が対前年比 1％の減少で 2,723 t、平均価格

は75円高で 2,658円となった。品目別に見ると、取扱数量はまきえ

びが 2％減、あかえびが前年並み、むきえびが 2％減となった。平

均価格は、まきえびが 263円高、あかえびが 70円安、むきえびが40

円高。

冷凍物は、取扱数量が対前年比 8％の減少で 18,812t、乎均価格

は76円安の 1,558円となった。品目別に見ると、取扱数量はあかえ

びが 12％減、インドネシアが 7％減、フィリピンが 1％増、インド

が 38％減。平均価格は、あかえびが 65円安の 1,071円、インドネ

ノアが 86円安の 1,568円、フィリピンが 31円安の 1,596円、インド

が 172円安の 1,532円となった。

(I 1)加工品

取扱数JI:は 2％減の 253,161 t、平均価格は 8円安の 721円とな

った。

出成品頬では、あきさけ・しろさけ・ベにさけがそれぞれ 16% ・ 3 

% • 25％減少し、ぎんさけが 29％増加した。魚卵類はいくらが 8

％減少した。類計では 4％減の 33,240t、平均価格は 57円安の 1,416

円となった。

塩干品類では、開干あじが 13％減で、類計では 5％減の 37,974

t、平均価格は 9円石の 554円となった。

孜干製品類では、しらす干が 10％減、≪干しいわしが21％増で、

類叶では前年並みの 14,298t、平均価格は 134円高の 1,093円。

焼物製品類では、蒲焼うなぎが 13％増、類叶では 9％増の 8,200

t、平均価格は 161円安の 1,221円となった。

臼干品類では、干するめの国内物が 7％増、類計では 1％減の 7,021

t、平均価格は 72円安の 983円となった。

練製品類は、取扱数量が 3％減の 40,701t、平均価格が 4円安の

499円となった。

≪品知では、森たこが 19％減で、知計では 12％減の 9,055t、

平均価格は 88円応の 958円。

3 市場別取扱高

(1)築地市場

総取扱数量は、 632,257 tで対前年比 99.4% (4,096 t減）

と減少、総取扱金額は、544,567百万円で対前年比 96.2% (21,669 

百万円減）と減少した。

分類別に比較すると、取扱数量は、鮮魚がJ% (5,079 t) 

減少して 162,229t、活魚が I% (!OJ t)増加して 14,103t、

貝類が 3%(1,375 t)減少して 44,189t、冷凍魚が 4% (7,187 

t)増加して 175,832t、淡水魚が 12% (326 t)減少して 2,360

t、海藻類が 15% (976 t)増加して 7,610t、加工品が 2%

(5,581 t)減少して 225,933t。取扱金額は、鮮魚が 4% (6,178 

百万円）減少して 150,536百万円、活魚が I% (150百万円）

増加して 20,918百万円、貝類が 2% (908百万円）減少して

40,463百万円、冷凍魚が 6% (10,062百万円）減少して 165,771

百万円、淡水魚が 5% (148百万円）減少して 2,693百万円、

海藻類が 8% (235百万円）減少して 3,045百万円、加工品が 3

% (4,758百万円）減少して 161,141百万円。

(2)足立市場

総取扱数量は、 50,247tで対前年比 98.3% (876 t減）と減

少、総取扱金額は、 39,256百万円で対前年比 94.6% (2,228百

万円）と減少した。

分類別に比較すると、取扱数量は、鮮魚が 8% (1,157 t) 

減少して 13,801t、活魚が I%(6 t)減少して 487t、貝類

が I% (24 t)減少して 4,433t、冷凍魚が 4% (477 t)増

加して 11,315t、淡水魚が 16% (46 t)減少して 228t、海

藻類が 9% (47 t)増加して 603t、加工品が I% (170 t) 

減少して 19,381 t。取扱金額は、鮮魚が 9% (1,058百万円）

減少して 11,269百ガ円、活魚が 9% (69百万円）減少して 680

百万円、貝類が I% (32百万円）増加して 3,557百万円、冷凍

魚が I%(51百万円）増加して 10,226百万円、淡水魚が 5%

(14百万円）減少して 240百万円、海藻類が 4% (JO百万円）

増加して 239百万円、加工品が 8% (1,181百万円）減少して

14,102百万円。

(3)大田市場

総取扱数量は、 35,076tで対前年比 99.7% (120 t減）と減

少し、総取扱金額は、 30,496百万円で対前年比 95.I% (1,566 

百万円減）と減少した。

分類別に比較すると、取扱数量は、鮮魚が 6% (923 t)減

少して 14,661 t、活魚が 8% (99 t)減少して 1,099t、貝

知が 2% (54 t)増加して 2,422t、冷凍魚が 15%. (1,123 ・t-) 

増加して 8,480t、淡水魚が 25% (49 t)減少して 146t、

海藻類が 9% (33 t)増加して 420t、加工品は 3% (257 t) 

減少して 7,848t。取扱金額は、鮮魚が 7% (870百万円）減

少して 11,541百万円、活魚が 6% (107百万円）減少して 1,582

百万円、貝類が 2% (45百万円）増加して 2,024百万円、冷凍

魚が 2% (164百万円）減少して 7,533百万円、淡水魚が 19%

(36百万円）減少して 157百万円、海藻類は 10% (27百万円）

増加して 296百万円、加工品類は 6% (462百万円）減少して

7,363百万円。

4卸別取扱高

(1)築地市場

①大都魚類

総取扱数量は 135,907 tで対前年比 100.5% (672 t増）と

前年並みで、総取扱金額は I13,561百万円で対前年比 95.8% 

(5,004百万円減）と減少した。分知別に比較すると、取扱数

は鮮魚が 2%(6ll t)減少して 34,711t、活魚が 2% (81 

t)減少して 3,600t、貝類が 5% (738 t)減少して 12,980

t、冷凍魚が 3%(1,91lt)増加して 57,446t、淡水魚が 17

% (107 t)減少して 521t、海藻類が 7% (43 t)増加して 651

t、加工品が I% (255 t)増加して 26,028t。取扱金額は、

鮮魚が 3% (1,100百万円）減少して 32,468百万円、活魚が 1

% (26百万円）増加して 5,229百万円、貝類が 3% (362百万

円）減少して 11,164百万円、冷凍魚が 6% (2,733百万円）減

少して 44,724百万円、淡水魚が 7% (50百万円）減少して 632

百万円、海藻類が 3% (9百万円）増加して 310百万円、加工

品が 4% (793百万円）減少して 19,033百万円。

②中央魚類

総取扱数紅は 127,715tで対前年比 98.2% (2,374 t減）と

前年並みで、総取扱金額は 128,496百万円で対前年比 93.6% 

(8,729百万円減）と減少した。分類別に比較すると、取扱数

は鮮魚が 7% (3,393 t)減少し 41,848t、活魚が 2% (89 

t)減少し 3,575 t、貝類が 6% (537 t)減少し 8,827t、

冷凍魚が 3% (1,520 t)増加し 46,004t、淡水魚が 19% (115 

t)減少し 498t、海藻類が 5% (54 t)増加し 1,264t、加

工品が I% (187 t)増加し 25,700t。取扱金額は、鮮魚が 6

% (2,354百万円）減少し 38,536百万円、活魚が 2% (76百万

円）減少して 5,481百万円、貝類が I%(75百万円）減少して

9,066百万円、冷凍魚が 10% (5,703百万円）減少して 5(J,650

百万円、淡水魚が 14% (83百万円）減少して 514百万円、海

藻類が 2% (15百万円）減少して 564百万円、加工品が 2%



(423白万円）減少して 23,686百万円。

③束祁水産

総取扱数量は 118,281 tで対前年比 96.7% (4,080 t減）と

減少し、総取扱金額は 115,059百万円で対前年比 95.7% (5,226 

百万円）と減少した。分類別に比較すると、取扱数量は鮮魚が 2

% (751 t)減少して 36,341t、活焦が 6%(150t)減少し 2,535

t、ji知が I% (93 t)減少し 7,683t、冷凍焦が 2% (677 

t)減少し 38,995t、淡水魚が 11% (55 t)減少し 427t、

海税類は 14% (78 t)増加し、加工品が 7% (2,432 t)減

少し 31,647 t。取扱金額は訂魚が 2% (866百万円）減少し

37,608百万円、活魚が 6% (249百万円）減少して 3,809百万

円、貝類が I%(79百万円）減少して 7,275百万円、冷凍魚が 6

% (2,392百万円）減少して 37,893白万円、淡水魚が I% (4 

百万円）減少して 493百万円、油操類が 9% (30百万円）増

加して 347百万円、加工品が 6%(1,666百万円）減少して 27,635

白力円。

④築地魚市場

総取扱数量は 114,835tで対前年比 97.9%、(2,403t減）と

減少し、総取扱金額は 88,672百万円で対前年比 95.7% (3,980 

百万円減）と減少した。分類別r比較すると、取扱数量は鮮魚
が0% (23 t)減少し 114,835t、活魚が 8% (274 t)増加

し3,911t、貝類が 5% (363 t)減少し 7,088t、冷凍魚が 4

% (767 t)増加し 21,065t、淡水魚が 6% (38 t)減少し 607

t、海藻類が 11% (139 t)増加し 1,413t、加工品が 6% (3,160 

t)減少し 48,81 t。取扱金額は鮮魚が 5% (1,405百万円）

減少し 28,01I百万円、活魚が 8% (415百万円）増加し 5,855

百万円、貝知が 5% (350百万円）減少して 6,033百万円、冷

決魚が 4% (961百万円）減少し 20,765百万円、淡水魚が 2%

(14百万円）減少し 701百万円、海藻釦が 8% (42百万円）

増加し 545百万円、加工品が 6% (1,707百万円）減少し 26,762

百万円。

⑤第一水産

総取扱数量は 53,465tで対前年比 103.5% (1,792 t増）と

増加し、総取扱金額は 43,626百万円で対前年比 99.0% (424 

百ガ円減）と前年並み。分類別に比較すると、取扱数旦は鮮魚

が 2% (301 t)減少し 16,658t、活魚が 41% (150 t)増

加し 513t、貝類が 4%(315 t)削加し 7,571t、冷凍魚が 9

% (773 t)増加し 9,113t、淡水焦が 3% (10 t)減少し 308

t、海藻知が I% (7 t)減少し 884t、加工品は 5% (872 

t)増加して 18,418t。取扱金額は9f魚が 3% (452百万円）

減少し 13,192百万円、活魚が 6% (33百万円）増加し 544百

万円、貝類が I%(75百万円）減少し 6,892百万円、冷凍魚は 3

% (253百ガ円）培加し 10,101El万円、淡水魚が l% (2百万

円）増加し 354百万円、海操類が 5% (12百万円）減少し 210

百万円、加工品が 2%(173百7J円）減少して 11,613百万円。

⑥丸丁千代田水産

総取扱数量は 70,921 tで対前年比 104.0% (2,756 t増）と

増加し、総取扱金額は 44,178百万円で対前年比 102.4% (1,034 

百万円増）と増加した。前年 II月から計上されている冷凍魚

の取扱が大きく伸びたため総取扱数量・金額とも増加した。分

知別に比較すると、取扱数量は貝知が全増で 40 t、冷凍魚が

IO.I倍増（2,893t増）で 3,209t、海藻類が 29% (587 t) 

増加し 2,591l、加工品が I%(764 t)減少し 65,079百万円。

取扱金額は貝類が全増で 33百力円、冷凍魚が 10.0倍増で(1,474

百万円増） 1,639百万円、海藻類が 19% (156百万円）増加し 973

百万円、加工品が 2% (630百万円）減少し 41,533百万円。

⑦綜合食品
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総取扱数量は 11,133 tで対前年比 96.1% (458 t減）と減

少し、総取扱金額は 10,974百万円で対前年比 106.4% (659百

万円増）と増加した。分知別に比較すると、取扱数量は海藻類

が2.1倍増 (81t増）し 154t、加工品は 5% (539 t)減少

し10,979t。取扱金額は海藻知が 37% (26百万円）増加し 96

百万円、加工品が 6% (633百万円）増加し 10,878百万円。

(2)足立市場

①東京北魚

総取扱数量は 19,892 tで対前年比 97.6% (482 t減）と減

少し、総取扱金額は 15,230百万円で対前年比 96.1% (615百

万円減）と減少した。分類別に比較すると、取扱数量は鮮魚が 7

% (316 t)減少し 4,131t、活魚が 25% (27 t)増加し 138

t、貝知が 9%(131 t)減少し 1,369t、冷凍魚が I%(66 

t)減少して 4,570t、淡水魚が 8% (6 t)減少し 70t、海

藻知が 5%(10 t)増加し 202t、加工品が 0% (I t)減少

し9,411t。取扱金額は鮮魚が 4% (120百万円）減少し 3,050

百万円、活魚が 5% (8百万円）増加し 177百万円、貝類が 8

% (108百万円）減少し 1,163百万円、冷凍魚が 3% (107百

万円）増加し 4,420百万円、淡水魚が前年並みで 62百万円、

海藻類が 2% (1百万円）減少して 92百万円、加工品が 7%

(501百万円）減少して 6,265百万円。

②大都魚類（千住支社）

総取扱数量は 16,629tで対前年比 99.2% (138 t減）と前

年並みで、総取扱金額は 12,927百万円で対前年比 93.8% (858 

百万円減）と減少した。分類別に比較すると、取扱数量は鮮魚

が 6% (307 t)減少して 5,312t、活魚が 29%(51 t)減

少して 135t、貝類が 15% (225 t)増加して 1,755t、冷凍

魚が 2% (59 t) 3,597 t、淡水魚が 25% (27 t)減少して 83

t、海藻類が 8% (15 t)減少して 164t、加工品が 0% (16 

t)減少して 5,583t。取扱金額は鮮魚が II%(466百万円）

減少して 3,798百万円、活魚が 31% (87百万円）減少して 196

百万円、貝類が 19% (229百万円）増加し 1,438百万円、冷凍

魚が 7% (214百万円）減少して 3,071百万円、淡水魚が 13%

(14百万円）減少して 92百万円、海藻類が 4% (3百万円）

減少して 68百万円、加工品が 7% (304百万円）減少して 4,265

百万円。

③中央魚類（千住支社）

総取扱数旦は 13,726tで対前年比 98.1% (260 t減）と前

年並みで、総取扱金額は 11,099百万円で対前年比 93.6% (754 

百万円減）と減少した。分類別に比較すると、取扱数量は鮮魚

が 11% (534 t)減少し 4,357t、活魚が 9% (18 t)増加

し214t、貝類が 8%(118t)減少し 1,310t、冷凍魚が 18

% (484 t)増加し 3,148t、淡水魚が 12% (10 t)減少し 76

t、海藻類が 29% (53 t)増加し 237t、加工品が 3% (153 

t)減少し 4,385t。取扱金額は鮮魚が 12% (471百万円）減

少し 3,364百万円、活魚が 4% (10百万円）増加し 307百万円、

貝類が 9% (89百万円）減少し 956百万円、冷凍魚が 6% (159 

百万円）増加して 2,735百万円、淡水魚が前年並みで 85百万

円、海藻類が 22% (14百万円）増加し 79百万円、加工品が 10

% (377百万円）減少して 3,572百万円。

(3)大田市場

①大田魚市場

総取扱数量は 20,897tで対前年比 101.9% (388 t増）と前

年並み、総取扱金額は 18,259百万円で対前年比 96.7% (629 

百万円）と減少した。分類別に比較すると、取扱数量は鮮魚が 10

% (946 t)減少して 9,046t、活魚が 3% (10 t)増加して 325

t、貝知が 10% (120 t)増加して 1,313t、冷凍魚が 21% 
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(930 t)増加して 5,446 t、淡水魚が 17% (13 t)減少し

て 67t、海藻類が 8% (13 t)減少して 155t、加工品が 7

% (299 t)増加して 4,545 t。取扱金額は鮮魚が 9% (729 

百万円）減少して 7,554百万円、活魚が 4% (17百万円）減少

して 463百万円、貝類が 4% (42百万円）増加して 1,086百万

円、冷凍魚が 2% (109百万円）減少して 4,615百万円、淡水

魚が 9% (8百万円）、海藻類が 3% (4百万円）増加して 180

百万円、加工品が 5% (186百万円）増加して 4,282百万円。

②大都魚類（大田支社）

総取扱数旦は 14,179 tで対前年比 96.5% (508 t減）と減

少し、総取扱金額は 12,237百万円で対前年比 92.9% (937百

万円減）と減少した。分類別に比較すると、取扱数且は鮮魚が 0

% (22 t)増加し 5,614L、活魚が 12% (109 t)減少し 774

t、貝類が 6% (66 t)減少し 1,109t、冷凍魚が 7% (192 

t)増加し 3,034t、淡水魚が 31% (36 t)減少し 78t、海

藻類が 21% (45 t)増加し 265t、加工品が 14% (556 t) 

減少し 3,303 t。取扱金額は鮮魚が 3% (141百万円）減少し

3,987百万円、活魚が 8% (90百万円）減少し 1,119百万円、

貝類が 0% (3百万円）増加し 937百万円、冷凍魚が 2% (55 

百万円）減少し 2,918百万円、淡水魚が 27% (28百ガ円）減

少し 78百万円、海藻類が 24% (22百万円）増加し 117百万

円、加工品が 17% (648百万円）減少し 3,082百万円。

5 買付比率

全体の買付比率は、取扱数罷が 55.3％と前年を 2.5ボイント上回

り、取扱金額が 53.8％と前年をI.Iポイント上回った。市場別では、

築地市場が取扱数量で 55.4％と前年を 2.3ポイント上回り、取扱金

額で 52.9％と前年を 0.9ポイント上回った。足立市場が取扱数.lil.で

47.9％と前年を 2.0ポイント上回り、取扱金額で 54.8％と前年を1.0

ポイント上回った。大田市場が取扱数塁で 62.8％と前年を 5.3％上

回り、取扱金額で68.2％と前年を 3.0ポイント上回った。

卸売某名別には次の及のとおり

卸売業＿者＿別買付比率

-----取扱数量 取祖金 m
平成13年l平岱12年 差 平成13年 平成12年 差

紀 計 55.3 52.8 2.5 53.8 52 7 I.I 
（築地市場） 55.4 53.1 2 3 52.9 52 0 09 
大郡魚類 53 8 52 2 1 6 50.3 49.3 1.0 
中央魚類 52 2 49 3 2.9 50.3 50 3 00 
ll!耶水活 51.6 49.6 20 50.6 49 I 1.5 
虹地魚市場 48.6 46 6 2.0 44 3 44.7 -0 4 
刃ー水祐 45 3 42.0 3 3 46 5 45 6 09 
力千千代田水音 89 4 88.3 I.I 91 4 90 2 I 2 
ば合食品 56 5 53 3 3 2 73.1 70 I 3 0 

（足 市場） 47 9 45.9 2.0 54.8 53.8 l 0 
訂京北魚 46 8 47 2 -0 4 59 2 59 6 -0 4 
プ：都焦穎・千住 47 0 44 6 2. 4 50.2 50.2 00 
』 4 臼項・千住 50 6 45 6 50 54 I 50 l 4 0 
下田 rl場） 62 8 57 5 53 68 2 65 2 3 0 
印京大田魚市場 63 6 57. 7 59 69 7 67 2 2.5 
大耶焦類 ・大田 61.5 57.2 4,3 65.9 62.3 36 

6 出荷地別取扱高

(1)総取扱高

都道府県別の取扱数塁のベスト 10は、 1位東京・ 2位静岡・ 3位

千菜． 4 位宮城• 5 位北海辺• 6 位·,'i森• 7 位三直• 8 位愛知• 9位神

奈川・ 10位沃城となり、前年と順位の変更はなかった。取扱金額の

ベスト 10 は、 1 位東京・ 2 位静岡• 3 位北海追• 4位千葉 ・5位宮城

• 6 位召森• 7 位三堕• 8位神奈川・ 9位愛知・ 10位愛ばとなり、 7

三頂 •8 位神奈川の順位が入れ替わった

(2)鮮魚取扱店

取扱数塁では、 1 位東京・ 2 位千葉・ 3 位宮城• 4位北海道・ 5位

ff森． 6位愛tr・ 7 位福岡• 8 位三煎• 9位静岡・ 10位長崎となっ

た。順位の変動はなかった。

(3) 冷凍魚取扱ぶ

取扱数量では、 1 位東京・ 2 位静岡・ 3 位大阪・ 4 位青森• 5位宮

城・ 6 位神奈川・ 7 位北海道・ 8 位千葉• 9位福岡・ 10位愛知となっ

た。大阪と神奈川がそれぞれ 2つ眉i位を下げた。

(4)加工品取扱店

取扱旦では、 1 位束京・ 2 位千葉• 3 位静岡• 4位宮城・ 5位北海

道・ 6 位茨城・ 7 位愛知• 8位福品・ 9位神奈川・ 10位兵庫となっ

た。順位の変肋はなかった。
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表 1 年次別取扱高
（単位：トン・千円・％）

平 1 1 平 8 平 7 

717,581 722,672 716,173 715,380 715,250 725,624 738,236 

99.3 100.9 100.1 100.0 98.6 98.3 96.8 

614,319,161 639,782,342 662,495,686 664,949,765 690,674,765 696,941,817 680, 172,945 

96.0 96.6 99.6 96.3 99.1 102.5 95.4 

表2-1 年次別魚種別取扱数量
（皐位：トン・％）

年） 平成13年 平m「12年 平成11年 以 Fw10年 平成9年 llil 年 比 ＂｛量 9

魚種 数量 構成比 数量 軍印比 数量 軍印比 散量 `EH’ 散量 櫃成比 13年 12年 11年 10年 9年 7年＝100

認 717,581 100.0 722,672 100.0 716,173 100.0 715.380 100.0 715,250 100.0 99.3 100.9 100.1 100.0 98.6 97 

・置 190691 26 6 197 850 27.4 195,106 27.2 188 626 26.4 192 221 26.9 96.4 101.4 103.4 98.1 105.0 99 

活 15 689 2.2 15 691 2.2 16 344 2.3 15 767 2.2 14 349 2.0 100.0 96.0 103.7 109.9 102.5 107 

51 045 7.1 52 390 7.2 52 989 7.4 54 674 7.6 56077 7.8 97.4 98.9 96.9 97,5 97.3 91 

、凜 195 627 27.3 186 840 25.9 179196 25.0 181 681 25.4 176 770 24.7 104.7 104.3 98.6 102.8 95.0 102 

i水 2 734 0.4 3152 0.4 2119 0.4 3,055 0.4 3 469 0.5 86.7 113.4 91.0 88.1 82.9 64 

9草 8 633 1.2 7 577 1.0 7 664 1.1 8060 1.1 7768 1.1 113.9 98.9 95.1 103.8 100.1 114 

日工品 253,161 35.3 259,170 35.9 262,096 36.6 263,518 36.8 264,595 37.0 97.7 98.9 99.5 99.6 97.0 93 

表2-2 年次別魚種別取扱金額
（皐位：百万円・％）

年次 平成13年 平成12年 平成11年 平成10年 平成9年 前 年 比 指数

魚種 金額 槽成比 金額 槽成比 金額 慣成比 金額 饗限；H 金額 置成l:t 13年 12年 11年 10年 9年 7年＝100

柔 数 614,319 100.0 639,782 100.0 662,496 100.0 664,950 100.0 690,675 100.0 96.0 96.6 99.6 96.3 99.1 90 

軒 急 172 289 28.0 180 394 28.2 185 351 28.0 183 923 27.7 189 533 27.4 95.5 97.3 100.8 97.0 101.0 93 

活 魚 23180 38 23 205 3.6 23 422 3.5 23 796 3.6 25 564 3.7 99.9 99.1 98.4 93.1 101.5 96 

I 

＇ 
46044 7.5 46 874 7.3 48 501 7.3 49 063 7.4 51482 7.5 98.2 96.6 98.9 95.3 99.3 88 

、9凍i 183 531 29.9 193 705 30.3 199 218 30.1 198 489 29.9 207118 30.0 94.7 97.2 100.4 95.8 99.5 93 

；し水 l 3 089 0.5 3 288 0.5 3 753 0.6 4438 0.7 4 950 0.7 94.0 87.6 84.6 89.7 91.9 57 

遍ヽ： 9 3 581 0.6 3308 0,5 3 537 0.5 3560 0.5 3157 0.5 108.2 93.5 99.-4 112.8 102.8 120 

］工品 182,606 29.7 189,007 29.5 198,714 30.0 201,681 30.3 208,871 30.2 96.6 95.1 98.5 96.6 96.9 86 

表2-3 年次別魚種別平均価格
（皐位：kg／円・％）

年カ 平lit13年 平威12年 平成11年 平成10年 平成9年 メ1平成7年（1995年）指Ill.

魚種 価格 前年比 価格 前年比 価格 前年比 価格 前年比 価格 前年比 13年 12年 11年 10年 9年

巴 856 96.7 885 95.7 925 99.5 930 96.3 966 100.5 93 96 100 101 105 

903 99.1 912 96.0 950 97.4 975 98.9 986 96.2 93 94 98 101 102 

ヽ 1477 99.9 1 479 103.2 1 433 95.0 1 509 84.7 1 782 99.0 90 90 87 92 108 

902 100.8 895 97.8 915 102.0 897 97.7 918 102.0 97 96 99 97 99 

、凍 938 90.5 1 037 93.3 1112 101.8 1 093 93.2 1172 104.7 91 101 108 106 114 

;i水 1130 108.4 1 043 77.2 1 350 93.0 1 453 101.8 1427 110.9 89 82 107 115 113 ． 415 95.0 437 94.6 462 104.5 442 108.7 406 102.7 106 111 117 112 103 
II工品 721 98.9 729 96.2 758 99.1 765 97.0 789 99.9 92 93 97 98 101 
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表3-1 市場別・年次別取扱数量
（単位：トン・％）

年次 平成13年 平成12年 平成11年 平成10年 平成9年
市場 区分 渭成比 I構成比 構成比 It量成比 構成比

総数
敬~量 717,581 100.0 722,672 100.0 716,173 100.0 715,380 100.0 715 250 100.0 
前年比 99.3 100.9 100.1 100.0 98.6 

築地
数 量 632,257 88.1 636,353 88.1 628,651 87.8 522,533 87.0 620,958 86.8 
前年比 99.4 101.2 101.0 100.3 98.8 

足立
数 量 50,247 7.0 51,122 7.1 50,661 7.1 52,605 7.4 53,887 7.5 
前年比 98.3 100.9 96.3 97.6 94.1 

大田
数 量 35,076 4.9 35,196 4.9 36,861 5.1 40,242 5.6 40405 5.6 
前年比 99.7 95.5 91.6 99.6 101.6 

表3-2 市場別・年次別取扱金額
（単位：百万円・％）

年次 キ成13年 キ・成12年 キ成11年 平成10年 平成9年
市場 区分 構成比 構成比 構成比 構成比 l構成比

総数
金顧 614,319 100.0 639,782 100.0 662 496 100.0 664,950 100.0 690,675 100.0 
前年比 96.0 96.6 99.6 96.3 99.1 

築地
金額 544,567 88.6 566,236 88.5 584,996 88.3 582,656 87.6 605,913 87.7 
前年比 96.2 96.8 100.4 96.2 99.3 

足立
金額 39,256 6.4 41.484 6.5 43,250 6.5 45,030 6.8 47 616 6.9 
前年比 94.6 95.9 96.0 94.6 95.7 

大田
金額 30.496 5.0 32,062 5.0 34,249 5.2 37,263 5.6 37,146 5.4 
前年比 95.1 93.6 91.9 100.3 100.9 


